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○ 失業率は低下も、就業者数は減少

総務省から発表された 年 月の完全失業率は ％と、前月から ポイント低下した（市場予

想： ％）。極めて低水準での推移が続いており、労働需給が逼迫している状況に変わりは無い。た

だ、今月の失業率低下については、労働市場から退出した人が増えたことによるところが大きい点に

注意が必要だ。就業者数、雇用者数とも前月から減少しており、見た目ほど内容は良くない。

季節調整済みの就業者数は前月差▲ 万人（ 月＋ 万人）、雇用者数は前月差▲ 万人（ 月＋

万人）と、それぞれ比較的大きめの減少となったが、 月期でみると就業者数が前期差＋ 万人

（前期比＋ ％）、雇用者数が前期差＋５万人（前期比＋ ％）と増加しており、雇用の増加傾向

は続いていると判断して良いだろう。ただ、就業者数については７ ９月期に前期比▲ ％と減少し

た反動の面もあることに加え、雇用者数の伸びも過去に比べて小さい点には注意が必要で、均してみ

ると 年後半の雇用は増勢が鈍化しているようにも見える。いまのところ、 年前半に大幅に増加し

た後のスピード調整といった面が大きいと思われるが、やや気がかりな動きである。

○ 求人数に頭打ち感

厚生労働省から公表された 年 月の有効求人倍率は 倍と前月と同水準、新規求人倍率は

倍と前月から ポイントの上昇となった。有効求人数は前月比＋ ％（ 月＋ ％）、新規求人

数は前月比＋ ％（ 月▲ ％）と増加したが、均してみると 年入り以降は増勢が鈍化傾向にあ
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る。特に新規求人数ではその傾向が顕著で、 年１ ３月期が前期比▲ ％、４ ６月期が＋ ％、

７ ９月期が▲ ％、 月期が＋ ％と、 年入り以降は一進一退の動きとなっている。前年比

でみても 月は▲ ％とマイナスである。 年に入ってから、景気の減速感が強まっていることが影

響している可能性が高いだろう。

前述のとおり雇用者数は現在好調な推移を続けているが、雇用者数はあくまで景気の遅行指標であ

る。雇用者数に先行する傾向がある求人数が鈍化している以上、いずれ雇用者数も鈍化に向かうとみ

るのが自然だ。好調な雇用情勢は足元の景気における数少ないプラス材料なのだが、今後も景気の足

踏みが続くようであれば、次第に雇用関連指標にも陰りが生じてくることになるだろう。
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